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ユーザの認識度から演出効果を付与したストリートビュー自動提示方式
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あらまし 現在, 地図の補助的サービスの効果的な活用システムが開発されており, これらはユーザが目的地を調べる

際の情報源となっている. 地理情報システムに代表される地図や略地図は現地の様子を想起することが困難であるの

に対して, ストリートビューは現地の様子を閲覧可能であるというメリットがある. そこで本研究では, ユーザが周辺

を認識することを助けるストリートビューの演出を提案し, 略地図を作成した店舗や自治体の「色々な人に目的地物を

含むエリアに来て欲しい」という要求に応えるターゲットの案内動画の素材生成をすることを目的とする. 略地図上

から抽出した地物オブジェクトを, そのカテゴリによってタイプ分類を行い, ユーザの地物オブジェクトに対する認識

度に応じて適当な演出効果を付与し, ストリートビュー自動提示システムの構築を目指す.
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1 は じ め に

現在, 地図の補助的サービスの効果的な活用システムが開発

されている [7]. 具体例として, ストリートビュー, 略地図など

があげられる.

ストリートビューは, 主に場所を確認するために使用され, 店

舗のアクセスページなどで掲載されている. その他にも, 観光

地を推薦するシステムや [5] [8] [12], 店舗の中を見ることができ

る室内ビュー, 美術館などの展示物を鑑賞するオンライン美術

館など, ストリートビューを応用した形で幅広く使用されてお

り [4] [10] [11] [2] [15], 現地に赴かずにその場の景色を 360度見

ることができる. 一方で, 経路案内アプリのように経路を案内

する機能 [3]などはないため, 店舗や自治体がストリートビュー

を掲載していても, ユーザは地図などで場所を確認し, ストリー

トビューが持つ良さを使いきれていないという点がある.

ストリートビューの他に地理情報を表すものとして, 略地図

がある. 本稿で扱う略地図は, 主に特定の場所に訪れるために

作成されている地図であり, 地図上に掲載されている地物の位

置関係を把握することができる. 一方で, 現地の様子を知りた

い場合は実際に検索をする必要がある.

本研究では, 略地図上のあらかじめ指定された地物オブジェ

クトをもとにして, ストリートビューを用いたターゲットオブ

ジェクトへの案内動画を自動生成する. 略地図を作成した店舗

や自治体がターゲットオブジェクトへの案内動画を使用するこ

とで, 色々な人にターゲットオブジェクトを含むエリアに来て

もらうことを目的とする. 図 1に本研究で想定するストリート

ビューによる周辺情報の自動提示のイメージを示す. ある場所

から他の場所に移動している様子を示し, 左の写真から順に右

の写真へと画面が移り変わる. 移動をする時に付与する演出を

「特定の方向を見ながら移動」, 「ある地点を見る」などと示し

ている.

本稿では 2章で関連研究について説明し, 3章では略地図上

の地物オブジェクト抽出と役割選定について述べる. 4章では

ストリートビューを用いた周辺情報提示について説明し, 5 章

でまとめおよび今後の課題について述べる.

2 関 連 研 究

以下に, 略地図およびストリートビューに関連した研究につ

いて述べる.

小林 [7] らは, 略地図の地理的関係抽出に基づく Street View

生成システムの提案を行なっている. 略地図が表現する情報を

もとに略地図を分類し, 分類した略地図に従って, ストリート

ビューで演出を施すことを目的としている. 演出を行うことで,

ストリートビューが持つ冗長性を軽減し,意味のある繋がりで

ストリートビューを表現することができる. 本研究では, 略地

図の分類ではなく略地図上の地物オブジェクトを分類するとい

う点で異なっている.

安西ら [1]は奈良県奈良市のならまちを対象に街の雰囲気に

基づく経路探索手法の提案を行っている.雰囲気を表す主観的

な指標として, 「美しい」「きれいだ」「にぎやかだ」の 3つを

採用し, 訓練エリア内の各通りに対して印象を調査した. 調査

結果を教師データとして, 深層学習を用いてストリートビュー

の風景画像から検証エリア内の各エリアの雰囲気推定を行うモ

デルを構築している.本研究では, 地物オブジェクトの周辺情報

提示を目的としており, 街の雰囲気ではなく, 地物オブジェクト

の役割を考慮しているという点で異なっている.

倉田 [14]らは,ストリートビューを用いた道案内・街案内ツー

ルの開発を行なっている. ストリートビュー上にガイド役のキャ

ラクターを重ね, 道案内や街案内をウェブ上で簡単に行えるよ

うにするツール「全世界ガイドさん」を開発している.「全世界

ガイドさん」は, JavaScript+Googleストリートビュー APIを

用いて作成されている. ストリートビューの緯経度+視点デー



図 1 ストリートビューによる周辺情報の自動提示の想定イメージ (Google StreetViewを使用)

図 2 ユーザのタイプ分類

タを Excel側の背景テーブルへコピーする. そして, GPSデー

タを読み込んだ際に対応する時点に相当するストリートビュー

を表示している. 本研究では, 道案内・街案内ではなく, エリア

の概要把握をすることに目的があるという点で異なっている.

大村 [9]らは,実空間での振る舞い分析に基づくユーザの潜在

的興味推定手法を提案し, 広告を推薦するか否かを決めること

を目的としている. この研究では, 潜在的に興味のある広告を

推薦するシステムの提案を行なっているが, 本研究では, 略地図

上の地物オブジェクトを使用し, 各カテゴリの役割を考慮した

周辺情報の提示を行う.

若宮 [6] らは, 位置情報つき SNSデータと地理データを活用

し, 有用なランドマークを検出する手法を提案している. 訪問

人気度, 間接的な可視率, 直接的な可視率を測定する. そして,

2つの尺度を組み合わせて点・線・面のランドマークを抽出し,

それに基づく経路グラフの生成と, 最適な経路探索を行なって

いる. この研究では, 経路探索を実現するシステムを提案して

いるが, 本研究では現地の概要把握をするための周辺情報提示

を行う.

中嶋 [13]らは,　旅行者の好みに合わせた観光ルートを推薦

する手法の提案を行っている. 収集した観光ツイートを「食

事」, 「景観」, 「行動」の 3 つに分類し、それを用いて旅行

者の好みに合わせた観光ルートに反映する. 本研究では, 観光

ツイートは使用していないが, スポットを「食事」, 「景観」,

「行動」ではなく, ユーザの認識度に応じて分類している点で異

なっている.

表 1 カテゴリの役割

G0 (ターゲットオブジェクト)

G1

(全てのユーザが認識可能な地物)

例：コンビニ, チェーン店, 駅, 警察署,

公共施設, 銀行, ホテル

G2

(地域ユーザが認識可能な地物)

例：地元のスーパー, パン屋, カフェ,

個人営業店, 薬局, 個人塾, ゲームセンター

3 略地図上の地物抽出とカテゴリの役割

3. 1 略地図上の地物抽出

本研究では, 略地図上の地物オブジェクトに関連する周辺情

報を提示する方式を提案する. 指定された地物オブジェクト周

辺のストリートビューを自動生成し, ユーザに周辺情報を提示

する. また, ストリートビューの自動生成時には地物オブジェ

クトの役割を考慮した演出効果を付与する.

3. 2 地物カテゴリの役割

略地図上で選択されたターゲットオブジェクトと, 周辺の地

物オブジェクトにそれぞれの役割を付与する. 表 1に地物オブ

ジェクトごとの役割を示す. G0は, ターゲットオブジェクトを

表す. G1は, 全てのユーザが認識可能な地物オブジェクトを表

す. G2は, 地域ユーザが認識可能な地物オブジェクトを表して

いる. G1 の例として, コンビニ, 飲食チェーン店, 全国展開さ

れているスーパーマーケット, ホテル, 駅といった公共交通機

関, 公共施設, 警察署, 銀行などをあげる. これらの地物は, ユー

ザが居住している地域に関わらず認識可能であることが特徴で

ある. G2の例として, 地元のスーパーマーケット, ゲームセン

ター, パン屋, カフェ, 個人営業店等が挙げられる. G1 と比較

すると, 居住する地域によって地物を認識可能かどうかが分か

れることがこの地物オブジェクトの特徴である.



図 3 演出効果の概要

3. 3 ユーザのタイプ分類

特定エリアに馴染みがない人でも, エリアの概要が分かり, 実

際にエリアに来たいと思ってもらえるような演出にするべきで

あるという前提に基づいて, ユーザに応じて強調する地物を変

化させる. そして, ユーザの特定エリアに対する関連度でユー

ザの分類を行う. これは, ユーザが特定エリアの地域住民であ

るかないか, 特定エリアが生活圏であるかないかの二つの基準

で分類する.

主なユーザの分類を図 2に示す. 特定エリアが生活圏であり,

地域住民であるユーザを地域住民とする. 特定のエリアが生活

圏でなく,地元民である場合は想定できないため、特定のエリ

アが生活圏でなく、地域住民でない場合は考慮しないものとす

る. 特定エリアが生活圏ではあるが, ユーザが地域住民でない

場合は, 周辺に住む住民とする. そして, 特定エリアが生活圏で

なく, 地域住民でない場合は観光客や新規ユーザとする.

神戸三宮を特定のエリアとして, 例にあげて説明する. 神戸

三宮に住む住民は, そのエリアが生活圏であるため地域住民に

あたる. 有馬に住む住民で, 神戸三宮が生活圏である場合は周

辺住民にあたる. そして, 大阪府に住む住民は神戸三宮は生活

圏ではないため, 観光客や新規ユーザに当てはまる.

4 ストリートビューを用いた周辺情報提示

4. 1 ストリートビューの演出効果

ターゲットオブジェクトへの案内動画を生成する上でスト

リートビュー上に演出効果を付与することが本研究の重要な点

である. そして, ユーザの分類と地物カテゴリを考慮した演出

効果を付与することによって, 作成者の要求に応えることを目

的としている. 実際に巡る経路の例を図 4に示す. 略地図を作

成した店舗や自治体などが地物のタイプ分類や経路などを入力

し, ストリートビューが作成されることを想定している. 本研

図 4 実際に巡る経路の例

究では, ストリートビュー APIを用いた演出を示し, 地物オブ

ジェクトの役割とその組み合わせに応じて演出を付与し, スト

リートビュー上で再生する.

図 3に演出効果の概要を示す. ユーザのタイプごとに, 地物

に入る場合や出る場合に付与される演出を表している. 「G0

→」はユーザが G0から出る場合を示し, 「→ G0」はユーザが

G0 に入る場合を示す. その際に付与する演出効果を箇条書き

で記している. そして, 演出効果を付与する意図を各図の右下

に示す. これらの演出はユーザが対応する地物の半径 30 メー

トルに入った際に適用する. 地物間の半径が重なっている場合,

地物に入る際の演出効果を優先して付与する.

4. 2 地物カテゴリに基づくストリートビューの演出

地物オブジェクトごとの役割を決定した後に, 地物オブジェ

クト間で利用する図 3の演出を付与する.

地物オブジェクトの役割として, ターゲットオブジェクト

(G0), 全てのユーザが認識可能な地物 (G1), 地域ユーザが認識

可能な地物 (G2)がある. ユーザの分類は, 地域住民, 周辺住民,



観光客があり, それらとの組み合わせからそれぞれのユーザに

とって効果的な演出を付与する.

地域住民が全てのユーザが認識可能な地物 (G1)に向かう場

合, 全てのユーザが認識可能な地物 (G1) を視界に入れた景観

を確認するという意図で, 演出効果は, 全てのユーザが認識可能

な地物 (G1)を見ながら 2倍速で移動する演出を付与する.

2つ以上の地物を移動する具体例として, 地域住民にターゲッ

トオブジェクト (G0)から全てのユーザが認識可能な地物 (G1)

へ向かう場面を見せる場合を挙げる. 地域住民には, ターゲット

オブジェクト (G0)を強調して見せたいという意図があるので,

デパート (G0)を注視した後にデパート (G0)中心にパンし, 等

倍速で移動する. そして, 飲食店 (G1)を見ながら 2倍速で移動

するという演出を付与する. また, 地域住民に全てのユーザが

認識可能な地物 (G1) からターゲットオブジェクト (G0) へ向

かう場面を見せる場合も, ターゲットオブジェクト (G0)を強調

して見せたいという意図があるのでターゲットオブジェクトを

強調する. ここでは, 飲食店 (G1)からデパート (G0)の方向を

向いて, 2倍速で移動し, デパート (G0)に近づいた時に等倍速

で移動するという演出を付与する. 2地物間を見せるだけでな

く, スタート地点から目的地に向かうまでの間に複数地点に演

出効果を付与することを想定している.

5 お わ り に

本研究では, 略地図上であらかじめ指定された地物オブジェ

クトの役割を考慮した周辺情報の演出効果の提案を行なった.

指定された地物の役割は 3つあり, ターゲットオブジェクト, 全

てのユーザが認識可能な地物, 地域ユーザが認識可能な地物と

定義した. また, それに伴い地物オブジェクトとその組み合わ

せから, 演出効果を検討した.

今後の課題として, 各カテゴリへの移動に加え, カテゴリの組

み合わせによる演出効果を検討する. さらに, 地物の関係を見

せるための演出として, 必要なものを検討する. そして, 地物オ

ブジェクトの役割や地物オブジェクト間に付与する演出効果の

改良, ストリートビュー上で再生する演出効果の予備検討, 提案

手法の実験と考察を行い, ストリートビュー APIを用いて, ス

トリートビュー自動生成システムを構築する予定である.
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